






気管支喘息は,発作性に始まる呼気性呼吸困難をくりかえしておこすことを特

徴とするが,その治療法の一つとしての対症療法は,発作の苦しみをとり除くこ

とを目的とするため,これをいかに適確かつ迅速に行なうかは,臨床医にとって

きわめて重要なことといえる。

対症療法の実施に際しては,発作の程度を正しく把握し,その程度に応じた治療

法が,選択されなくてはならない。とくに,小児は訴えが十分に表現されないの

で,客観的に判断することが必要である。


